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足尾鉱毒事件関係年表概略 (1877～ 1909年 )
一
九
〇
九
年

（明
治
四
二
年
）

一
九
〇
七
年

（明
治
四
十
年
）

一
九
〇
四
年

（明
治
三
七
年
）

一
九
〇
三
年

（明
治
三
六
年

一
九
〇
二
年

（明
治
二
五
年

一
九
〇

一
年

（明
治
三
四
年

一
九
〇
〇
年

（明
治
三
二
年

一
人
九
八
年

（明
治
三

一
年

一
人
九
七
年

（明
治
三
十
年

一
人
九
六
午

（明
治
二
九
年
）

一
人
九
四
、
五
年

（明
治
二
七
、
八
年

一
人
九
二
年

（明
治
二
六
年

一
人
九
二
年

（明
治
二
五
年

一
人
九

一
年

（明
治
二
四
年

一
人
九
〇
年

（明
治

二
三
年
）

一
人
八
八
年

（明
治
二

一
年
）

一
人
八
七
年

（明
治
二
十
年

一
人
人
五
年

（明
治
十
八
年

一
人
人
四
年

（明
治
十
七
年

一
人
人

一
年

（明
治
十
四
年

一
人
七
七
年

（明
治
十
年
）

年
代

宇
都
野
火
薬
庫
完
成

足
尾
暴
動

“
五
国
内
目
“
彙
博
菫
会
で
足
島
饉

山
名
書
金
膊

生
鉱
吹
試
験
開
始

（明
治
二
九
年
末

格
操
業
）

バ
リ
万
口
足
■
“
山
の
成
果
報
告

大
賞
鵬
受
賞

第
二
回
鉱
毒
予
防
工
事
命
令
に
ふ

た
り
、
小
滝
製
錬
所
を
廃
上
し
、
古

利
橋
製
錬
所
に
集
約

通
洞
坑
竣
工
に
よ
り
有
木
坑
、
小
結

抗
と
貫
通
開
発
促
進

”
口
国
内
目
働
凛
博
菫
会
で
足
■

“
山
名
誉
金
碑

ベ
ツ
セ
マ
ー
転
炉
操
業

シ
カ
ゴ
万
口
足
日
編
山
咸
桑
編
告

四
大
工
事

（水
套
式
溶
鉱
炉
、
鉄
索
、

水
力
発
電
所
、
古
河
橋
）
完
成

粉
鉱
採
集
器
設
置

ジ
ヤ
ー
デ
イ
ン
・
マ
ジ
ソ
ン
商
会
，

の
買
銅
契
約

松
本
大
火
で
直
利
橋
製
錬
所
焼
失

院
内
、
阿
仁
両
鉱
山
払
い
下
げ

本
国
坑
で
大
直
利
捕
捉

鷹
の
巣
坑
で
直
利
捕
捉

古
河
市
兵
衛
所
有

足
尾
銅
山
関
係

足
層
飼
山
饉
毒
■
査
委
員
会

〈第
二
次
）

日
立
銅
山
煙
害
問
題

谷
中
村
土
地
収
用
認
定
公
告

谷
中
村
買
収
案

第
二
回
は
毒
予
防
工
事
命
令

渡
良
瀬
遊
水
地
計
画

足
屋
銅
山
鉱
毒
■
査
委
員
会

（第
二
次
）

松
本
村
廃
村

田
中
正
造
天
皇
直
訴

小
坂
銅
山
鉱
毒
問
題

第
四
回
鐘
毒
予
防
工
事
命
令

凛
菫
掃
出
し
（服
侵
事
件
）

佐
賀
関
銅
山
操
業
停
止

地
租
滅
免
、
東
京
押
出
し

東
京
押
出
し

足
層
銅
山
饉
毒
■
査
委
員
会
ｅ
〓

次
）

第
二
回
鉱
毒
予
防
工
事
命
令

第
三
回
鉱
轟
予
防
工
事
命
令

大
洪
水
頻
発

栃
木
、
群
馬
県
鉱
毒
事
務
所
〈雲
竜
寺

第

一
回
饉
毒
予
防
工
事
命
令

別
子
銅
山
鉱
毒
問
題
沸
騰

栃
木
県
古
河
と
被
害
民
と
の
補
償
案
提
素

後
に
示
談
成
立
　
群
馬
県
古
河
と
の
示
都

契
約

第
二
回
帝
国
議
会
で
田
中
正
造
代
議
士
ベ

鉱
毒
問
題
を
追
及

足
利
郡
吾
妻
村
議
会
、
足
尾
銅
山
の
鉱
業
麿

上
を
県
に
訴
え
る

渡
良
瀬
川
沿
岸
大
洪
水
に
よ
り
被
害

以
後
連
年
化

渡
良
瀬
川
の
魚
類
に
異
変

鉱
毒
事
件
関
係

日
露
戦
争

隈
板
内
閣

（政
党
内
閣
一

憲
政
党

（田
中
正
造
蓋

員
所
属
）

松
方
、
大
限
連
立
内
閣

農
商
務
大
臣
榎
木
武
陽

↓
大
限
重
信

日
清
戦
争

三
回
干
渉

第

一
次
松
方
正
義
内
閣

農
商
務
大
臣
陸
奥
宗
光

大
日
本
帝
口
憲
法
体
制

（立
憲
君
主
“
）

鉱
業
条
例
公
布

松
方
緊
縮
政
策

政
治
情
勢

ナ
ル
惨
状
を
呈
ス
ル
ニ
至
ル
ヤ
モ
測
り
知
ル
可
ラ

ズ
、
政
府
之
ヲ
緩
慢
二
付
シ
去
ル
理
由
如
何
、
既

住
ノ
損
害
に
対
ス
ル
救
治
ノ
方
法
如
何
、
将
来

ノ
損
害
に
於
ケ
ル
防
遇
ノ
手
順
如
何
」
と
い
う

追
及
が
国
会
の
場
で
始
ま
る
。
９

こ
れ
に
対
し
時
の
農
商
務
大
臣
陸
奥
宗
光

の
答
弁
は
鉱
害
の
存
在
を
認
め
な
が
ら
も
、
古

河
が
海
外
よ
り
取
り
寄
せ
た
粉
鉱
採
集
器
に

よ
り
経
過
を
見
て
い
る
と
し
て
い
る
。
Ｏ
②

翌
年
栃
木
県
を
皮
切
り
に
群
馬
県
で
も
古

河
と
被
害
民
と
の
示
談
交
渉
の
斡
旋
に
乗
り

出
し
、
決
着
の
方
向
が
探
ら
れ
て
い
る
。
０
０

一
人
九
二
年

（明
治
二
十
六
年
）
足
尾
銅
山

で
は
世
界
で
二
番
目
の
ベ
ッ
セ
マ
ー
転
炉
の

操
業
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
銅
を
製
錬

す
る
の
に
三
十
二
日
掛

つ
た
も
の
が
僅
か
二

日
で
出
来
る
と
い
う
画
期
的
な
煉
銅
炉
の
登

場
で
あ
る
。
こ
こ
に
銅
製
錬
の
近
代
化
が
ほ
ぼ

完
成
す
る
。
０

こ
の
年
、
年
表
の
如
く
足
尾
銅
山
の
技
術
は

シ
カ
ゴ
万
博
に
出
品
さ
れ
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
転
炉

に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
⑩

一
人
九
四
年

（明
治
二
七
年
）
は
日
清
戦
争

が
勃
発
し
た
年
で
あ
り
、
翌
年
日
本
は
勝
利
し
、

国
中
が
沸
き
返
っ
て
い
た
が
、
直
後
、
所
謂
三

国
干
渉
に
よ
り
中
国
遼
東
半
島
の
返
還
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
日
清
戦
争
後
経

営
、
す
な
わ
ち
列
強
に
負
け
な
い
軍
備
力
増
強

が
急
が
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
、
注
②
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
足

尾
銅
山
は
名
誉
金
牌
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
表

彰
に
際
し
、
天
皇
よ
り

「殖
産
興
業
ノ
道
遂
次

旺
盛
二
赴
ク
ハ
朕
ノ
深
ク
嘉
ミ
ス
ル
所
ナ
リ

（中
略
）
汝
等
臣
民
基
レ
益
々
奮
励
シ
テ
怠
ル

コ
ト
勿
レ
」
と
の
言
葉
を
頂
い
て
い
る
。
０

更
に
、
注
②
第
五
回
内
回
勧
業
博
覧
会
に
於

い
て
も
同
金
牌
を
受
賞
し
て
い
る
。
ｍ

こ
の
一
連
の
流
れ
は
政
府
、
工
業
会
に
と
っ

て
足
尾
銅
山
が
殖
産
興
業
の
上
で
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
重
要
な
鉱
山
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
後
の
足
尾
銅
山

鉱
毒
事
件
調
査
委
員
会
、
更
に
は
鉱
毒
予
防
エ

事
命
令
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
争

（日
露
戦
争
も
）
を
挟
ん

で
、
鉱
害
反
対
運
動
は
一
時
下
火
と
な
る
。
０

一
人
九
六
年

（明
治
二
九
年
）
足
尾
銅
山
で

は
通
洞
坑
竣
工
に
よ
り
有
木
坑
、
小
滝
坑
と
貫

通
し
、
採
掘
の
上
で
開
発
が
大
き
く
促
進
さ
れ

た
年
で
あ
る

一
方
で
、
七
月
、
九
月
と
大
洪
水

が
渡
良
瀬
川
流
域
広
範
に
襲
い
、
大
き
な
被
害

を
起
こ
し
て
い
て
、
国
と
し
て
は
座
視
で
き
ず
、

第

一
回
鉱
毒
予
防
工
事
命
令
を
発
す
る
が
、
こ

の
予
防
工
事
命
令
は
総
括
的
な
内
容
に
止
ま

つ
て
い
る
。

一
人
九
七
年

（明
治
三
十
年
）
相
次
ぐ
鉱
毒

被
害
に
対
し
、
被
害
民
は
所
謂
”
東
京
押
出
し
”

と
い
う
実
力
行
使
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の

行
動
に
国
は
危
機
感
を
強
め
、
足
尾
銅
山
鉱
毒

事
件
調
査
委
員
会
（第

一
次
）
を
設
置
し
、
鉱
毒

問
題
に
対
し
鉱
業
停
止
の
可
否
、
鉱
害
防
除
に

つ
い
て
解
決
策
を
探
ろ
う
と
し
た
。
国

こ
の
鉱
毒
調
査
会
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
当

初
、
九
名
で
構
成
さ
れ

（二
月
二
四
日
）
、
そ

の
段
階
で
は
鉱
業
停
止
が
主
流
で
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
二
日
後
、
新
た
に
七
名
の
委
員
が

加
え
ら
れ
、
鉱
業
派
、
農
業
派
に
分
か
れ
激
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
②
８
０

特
に
、
渡
辺
　
渡
東
京
帝
大
工
科
大
学
教
授
、

工
学
博
士

（第

一
次
か
ら
第
二
次
足
尾
銅
山
鉱

毒
調
査
委
員
会
を
通
し
て
鉱
毒
調
査
委
員
を

務
め
て
い
る
の
は
彼
だ
け
で
あ
る
。
）
に
よ
る

鉱
業
重
視
の
強
力
な
意
見
に
よ
り
、
委
員
会
は

次
第
に
鉱
業
停
止
か
ら
鉱
毒
予
防
と
い
う
方

向
に
傾
い
た
。
こ
れ
は
本
人
談
で
あ
る
。
②

当
初
鉱
業
停
止
止
む
な
し
と
唱
え
て
い
た
委

員
、
内
務
省
土
木
技
官
古
市
公
威
で
あ
り
、
内


